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1. はじめに 

世界の主流な輸送手段として「海上輸送」が

ある。日本は島国なこともあり、輸出入の手段

の 99.4％が「海上輸送」が占めている(1)。そこ

で私たちは「海上輸送」の課題に着目した。 

 

2. 目的 

コンテナの重量の偏りによる転覆事故の解

決を目指し、重量バランスを考慮しながら荷積

みを行うことで効率的で安全な海上輸送を提

案する。そこで、これらの目的を具現化すべく

コンテナ積み込みロボットの開発に取り組む。 

図 1 ロボットの全体構想 

 

3. 方法 

次の 3つの革新的なシステムを開発し、「海

上輸送」の課題解決を目指す。 

① 転覆事故防止のために、船全体の物理重心

を求め最適な場所にコンテナを配置する

アルゴリズムの開発をする。 

② 正確性を高めるために、

従来の歯車ではなく、ウ

ォームギアを用いてク

レーンを移動させる。 

③ クレーンを支える金属

板を振動させること

で、音（周波数）による

コンテナ重量の測定を

行う。 

 

 

図 2 開発した積み込みロボットの全体像 

 

4. 結果 

3つのシステム開発の結果・分析を記す。 

① 様々なパターンに対応するアルゴリズム

を実装した。 

② 移動については正確性だけでなく、クレー    

ン全体の軽量化を実現した。 

③ 周波数の違いによる重量測定の可能性を

示せたものの、誤差が課題であった。 

 

5. 考察 

このロボットにより、コンテナプランナーが

作成している積み込み計画書を作成する必要

性がなくなり、従来に比べ荷役までの工程を削

減することで、効率化を図ることができる。ま

た、コンテナ積み込みが原因で発生する事故を

防止することができる。このロボットは、今後

の流通の発展につながると考える。 
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